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首都直下地震等の被害想定

本日の案件説明の前に

10年ぶりに東京都が見直し



見直し後の足立区の被害想定

耐震化対策

被災種別 平成24年公表
（東京湾北部地震）

令和4年公表
（都心南部直下地震）

差分
令和4年の順位＝被害・人数が大きいほうから

※（ ）内は平成２４年の順位
備考

全壊棟数 １０，０８２棟 １１，９５２棟 １，８７０棟 足立
（2）

大田
（1）

江戸川
（4）

江東
（5）

世田谷
（9）

焼失棟数 １６，１２４棟 １３，５４６棟 ▲２，５７８棟
世田谷
（3）

大田
（1）

江戸川
（6）

足立
（5）

杉並
（2）

死者 ７１２人 ７９５人 ８３人 足立
（3）

大田
（1）

世田谷
（5）

江戸川
（6）

江東
（10）

負傷者 ９，０３３人 ８，５０７人 ▲５２６人 足立
（5）

江東
（3）

大田
（1）

世田谷
（8）

江戸川
（7）

避難者 ２８０，８６２人 ２８６，９３２人 ６，０７０人
大田
（1）

足立
（3）

江戸川
（2）

世田谷
（4）

江東
（5）

帰宅困難者 １０７，１１５人 ４４，３０３人 ▲６２，８１２人
千代田
（1）

港
（2）

新宿
（3）

中央
（4）

渋谷
（5）

足立
２０位
（13）

全壊棟数、死者数、負傷者数は23区最大

-東京都による試算データから-



近隣区との比較（震度別面積率）

足立区だけ、大幅に震度6強以上の範囲が広がった → なぜなのか？

-東京都による試算データから-
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■下段＝震度６強以上 ■上段＝震度６弱以下 ※小数点以下の端数処理の関係で、100％にならない場合がある

（+7.3）



前回より被害想定が大きくなった要因

出火防止対策

区内の「震度6強以上の範囲」が広がり、死者等の想定数が増加した

平成24年の想定震源域で推計すると、足立区は改善している （東京都提供の資料から引用）

東京湾北部地震（H24） 東京湾北部地震（R4） 増 減

全壊棟数 10，082棟 7，020棟 ▲3，062棟

焼失棟数 16，124棟 4，182棟 ▲11，942棟

死者数 712人 388人 ▲324人

要
因
①

前回と想定震源域が異なる

H24
Ｒ４

東京湾北部地震
都心南部直下地震

要
因
②

東京都が新たな地盤データ
を用いて試算した

-東京都による試算データから-



足立区の近年の地震対策の歩み

第6波を踏まえ
見直し

主な区の対策
令和3年度との

比較時期
数値 令和３年度・数値

（令和4年3月31日）

増減
（Ｐ＝ポイント）

住宅の耐震化率 Ｈ１9年度 72.1％ ９２．６％ 20.5 Ｐ

家具転倒防止等対策 Ｈ２４年度 990件（累計） １，９67件（累計） 977件

感震ブレーカー設置助成 H27年度 50件 ７9１件（累計） 741件

不燃領域率
（不燃化特区指定地区）

Ｈ26年度 ５6．9％ ６３．２％ 6.3 Ｐ

特に指導を要する
老朽危険家屋

Ｈ２３年度
危険度Ａ+ 63件
危険度Ａ 358件

危険度Ａ+ 11件
危険度Ａ 96件

▲52件
▲262件

区立学校の耐震化 Ｈ２４年度 ９１．６％ １００％ 8.4 Ｐ

これまでの取り組みを継続 + 必要な対策を強化



ウクライナから避難された方々への支援

足立区議会臨時会（令和4年5月20日開催・議決）

2号補正予算



ウクライナから避難された方々への支援

区独自の生活支援一時金の支給（5/23～）

■一人につき10万円（支給は一回に限る）

6月10日現在の
申請受理・支給済実績

申請受理 9世帯 15人
支給済 5世帯 8人

5月20日臨時会で
第2号補正予算議決

補正予算

5,000千円
（５０人×１０万円）

■ 支給要件、
①ウクライナからの避難民であると区長が認めた者

※ 避難民であることを確認できるものが必要

➁申請時点で足立区に居住し、かつ支給決定時点
から１か月以上継続して居住見込みの者

国の支援や日本財団の金銭給付の
有無にかかわらず支給します。

ポイント

困りごと 対応策（調整中）

・国や日本財団の支援が受けられず、生活費に困っている。 特別区長会を通じて国に対し生活費の支給を求めていく。

・電話番号を取得できず困っている。
・インターネット環境への接続に不便を感じている。

自治体経由で避難民へスマートフォンを無償で貸し出す「ソフトバンク
株式会社の支援」について、利用を検討する。

・公共交通機関を利用する際の交通費が負担になっている。
東京都に確認したが、「都営交通無料乗車券」の発行対象にはならな
い。生活保護の受給が決まれば、本乗車券の発行対象となる。

【ウクライナ避難民の方々からお聞きした内容】
※ 申請から7～10日程度で支給

地方創生臨時交付金申請予定



第2回足立区議会定例会

3号補正予算①

物価高騰への支援



学校給食費への公費投入

23,901千円

第3号補正
予算に計上

現時点では、各学校の献立の工夫により賄っており、栄養価摂取状況に影響はありません。

今後も高騰が見込まれる揚げ油、小麦（パン・麺）の高騰分を公費負担
（月あたりの提供回数は、揚げ物4回程度、パン５回程度、麺３回程度）

５

10 10 10 10

100 100

保護者負担240円

公費負担２５円

約2.5円公費負担上乗せ
※1・2年生の場合約2円

5・6年生の場合約3円

10 10 10 1

1 1 1 1

1 1 1

100 100 100

約3.5円公費負担上乗せ

区立小学校68校
（児童 約３万人）

区立中学校35校
（生徒 約1万4千人）

一食あたり

265円→267.5円

公費負担31円

保護者負担303円

一食あたり

334円→337.5円

※1・2年生の場合222円
5・6年生の場合256円

※3・4年生の場合

■今回の給食費公費負担は年度末まで。食材費高騰の状況により更なる予算措置も検討します。
■幼稚園・保育園については、運営資金全体の中で弾力的な運用が可能なため、現時点で公費投入は行いません。

但し、今後急激な物価高騰が生じた場合、予算措置を検討します。

1010

1 1 1

地方創生臨時交付金申請予定



融資申請期限 令和４年９月３０日 令和５年３月３１日

融資上限額 １,０００万円 2,000万円

（区独自）緊急経営資金の期間延長と上限額引き上げ 第3号補正
予算に計上

緊急経営資金の概要
目的 コロナ禍における原油価格や物価高騰の影響を受ける事業者の負担軽減

対象者 現在実施する緊急経営資金の対象者で、原油価格や物価高騰により影響を受ける又は受ける恐れのある事業者

利子補給率
1年目：3％まで全額
2年目から4年間：貸し付け利子率の2/3（上限1.6％）

利子補給期間 5年間

信用保証料補助 全額補助（借換資金の場合は、補助はありません）

延長

8/1～ 開始

これまで

これまで

※利子補給・信用保証料については机上に資料があります。

融資期間延長に伴い、区補助の件数増に対応

５23,100千円① 利子補給 （ +約780件）
② 信用保証料 （ +約1,540件）

の補助額の増

長引くコロナ禍で
の事業負担軽減

地方創生臨時交付金申請予定



公衆浴場燃料費補助について

燃料費高騰の影響が大きい公衆浴場の負担軽減

第3号補正
予算に計上

32,400千円
最大10万円×12カ月（令和4年4月～令和5年3月）×27施設

※遡及して補助

浴場組合との調整事項

・燃料種別（ガス・重油など）や使用量により影響に差がある

・公衆浴場の入浴料上限が引き上げられる見込みである

大人480円→大人500円

今後の方針

補正予算32，400千円を上限に、
燃料種別による影響の差や公衆浴場入浴料の動向を見極めて、
適切な制度設計を検討中

下町あだちの
古きよき文化であり、
まちの財産である銭湯。

燃料費高騰による負担を
区がサポートします。

地方創生臨時交付金申請予定



第2回足立区議会定例会

3号補正予算②

新型コロナウイルス感染症
第７波以降に対応するフェーズ6の設定



新型コロナウイルス感染症第7波以降への備え 第3号補正
予算に計上

備え① 新たにフェーズ６まで設定

フェーズ6
1200～2400人未満/1日

423人（+120人）

全庁対応

衛生部から-15人

他部から+135人

フェーズ3 フェーズ4
新規陽性者数 30～300人未満/1日 300～600人未満/1日

人員体制（増数） 94人（+13人） 113人（+19人）

人員確保先

衛生部内で対応

衛生部から
+13人

衛生部内で対応

衛生部から
+19人

新たにＢＣＰ（業務継続計画）「新型コロナウイルス編」策定

（フェーズ6では、１日あたりの新規陽性者数２，４００人まで想定）

備え②

①各部の保健所応援人数をあらかじめ決定

第6波の
２倍を
想定

職員の
欠勤率

4割想定

最終的には、その時点の状況をみて

新型コロナウイルス対策本部で決定する

フェーズ5
600～ 1200人未満/1日

303人（+190人）

全庁対応にシフト

衛生部から+116人
他部から+74人

➁各部で業務縮小・休止を事前に想定

R3.11.1２策定 第6波時



新型コロナウイルス感染症第7波以降への備え 第3号補正
予算に計上

第7波以降の備え③
「フェーズ6（第6波の2倍）」と

「さらなる感染拡大」を想定した下半期分を計上

■入院医療・自宅療養
費等に関する経費は
上半期のみ計上

補正予算

1,279,154千円
■感染状況をみながら

補正対応で年間予算
を確保する計画

当初予算編成時 今回補正予算編成

当初予算
783,817千円

備え③

当初予算
783,817千円

■フェーズ6想定を新たに予算に反映

269，500千円

・外部人材の活用 PCR予約受付センターその他業務にかかる人材派遣
→職員による業務を外部人材で行い、効率化を図る

・ICTの推進 追加40台（計80台）のタブレット端末のレンタル
→令和4年8月以降に、外部のクラウドを活用した患者管理シス

テム（Kintone）を導入・活用し、効率化を図る

１１２，１３６千円

■さらなる感染拡大を想定し、
入院医療・自宅療養費等に関する経費下半期分を積算

拡 充

・新型コロナウイルス感染症入院医療費

・自宅療養者パルスオキシメーターの購入費

・入院患者移送経費

１，１６７，０１８千円

新 規

429,294千円

144,144千円

第6波の2倍、
2カ月間の感染拡大2回

を想定

など

※新型コロナウイルス感染症の
医療に関する経費は下半期
未計上



アリオ西新井が期日前投票所に
全１７日間、期日前投票を実施

６月２３日（木曜日）～７月９日（土曜日）



さらなる投票率向上を目指して

※投票日が7月10日以外の場合、
アリオ西新井からギャラクシティへ
投票所が変更になります

アリオ

アリオ西新井でも投票可能に

期待・効果

● ６月23日（木曜日）から７月９日（土曜日）まで

● 午前10時から午後8時まで

７月１０日投開票予定
参議院議員選挙

Point2

アリオ西新井との協議がスタート令和２年度末

令和４年２月 (株)イトーヨーカ堂と覚書締結

期日前投票所を１０ ➡ １３カ所に増設

既存投票所

新規投票所

投票所変更

NEW

②

扇住区センター

舎人地域学習センター

花畑地域学習センター

綾瀬住区センター

ギャラクシティ

アリオ西新井

勤労福祉会館

● アリオ西新井１階イベントスペースで開設

期待・効果

集客up

投票率up買い物ついでに投票を！

投票後はショッピング！

足立区

アリオ

幅広い年代の方が
行きやすい場所へ

イベントスペースの使用料や電気使用料は無償

※営業時間に合わせて開店が午前9時の場合は午前9時から

ぜひ、お近くの

期日前投票所を

ご利用ください！

Point1

③

①
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（区議・区長選）

令和３年

（衆院選）

期日前投票者数 全投票者数に占める

期日前投票者数の割合

6 7 8
10

平成１６年

（参院選）

平成２２年

（参院選）

平成２７年

（区議・区長選）

令和３年

（衆院選）

足立区の選挙における投票状況
足 立 区 の 投 票 率 は ２ ３ 区 で 最 下 位

７月１０日投開票予定
参議院議員選挙

直近の各選挙の投票状況（順位は23区内の順位）

参議院議員
選挙（H28）

衆議院議員
選挙（H29）

参議院議員
選挙（R１）

衆議院議員
選挙（R3）

全 体 52.34 47.69 46.35 50.91

順 位 ２３位 ２３位 ２３位 23位

全投票者のうち約３割が
期日前投票所を利用

期日前投票所数の変遷

※現在の
期日前
制度が
スタート

62.02% 63.46%
57.49%

50.20% 47.69% 50.91%
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区内の国政選挙における投票率の推移

衆議院議員選挙 参議院議員選挙

近年は概ね５０％前後で推移



足立区制90周年記念事業
区内経済を支え10年後の未来へ繋ぐ



大盛況につき増額補正

区制90周年記念事業～消費喚起3事業～
コロナ禍、資源高、原油高で苦しむ事業者の皆様に、

元気や気力を感じてもらえるような事業として

㊗レシートde90周年事業

1万件の応募を想定のところ

2万6,388件の応募

商連プレミアム商品券事業

㊗キャッシュレス

還元祭de90周年事業

【春】4～5月 【夏・秋】7～12月

■応募数
・紙券 4万セット中、約８万セット

【冬】令和5年1月

■「あだちの輝くお店セレクション（※）」
選出店への来客が増え、他事業のPR
にもつながった

還元率 20％ 30％

・デジタル券 ２万セット中、約２.９万セット

還 元 額 14.6億円
経済効果 48.7億

応募多数！

おかげさまで紙券・デジタル券
ともに抽選

（※）区内のおすすめの店舗を募集し、皆様から推薦
の多かった上位店を選出。足立区の魅力として
区内外に発信する事業

■店舗数
紙券：1，299店舗
デジタル券：８０６店舗

■受け取った商品券でお買物ができ、
更に経済効果アップ！

商連初のデジタル券発行レシートを9枚集めて商品券ゲット

スマホ決済でポイント還元

スタンプ
期間終了

購入申込
終了

60,298千円（第2号補正）

令和4年度は1年を通じ切れ目ない消費喚起策3事業を展開

第1弾は5月20日臨時会で第2号補正
予算議決
第3弾は第3号補正予算に計上

商品券応募
6/15〆切
消印有効

当選通知
6月中旬頃

今後も区内店舗のキャッシュレスを推進していく

630,130千円（第3号補正）

■実施期間
令和５年１月５日～２月４日

■対象店舗
区内店舗 約7,000コード（※）
（大型店・チェーン店・
フランチャイズ店を除く）

店頭に目印
を表示予定

例：10,000円の決済で3,000円分ポイント還元

3,000円■決済１回あたりの還元上限額

■期間中の還元総額 20,000円 まで

7.3万人
の利用を
想定

6/8時点
集計数

（※）二次元バーコード読み取り機。店舗により複数台ありレシートをお手元に
お持ちの方はお忘れなく！

※6月9日時点の暫定値

地方創生臨時交付金申請予定

地方創生臨時交付金申請予定



区制90周年記念事業～セブン連携・おいしい給食～
セブン-イレブンとの連携による記念商品2品発売

えびクリームライス（左）

“日本一おいしい給食”を目指す
足立区の給食の人気オリジナル
メニュー

こまツナサラダ（右）

小松菜にツナを組み合わせ、ごま
油などで和えた商品
カップサイズで手軽に野菜を摂取
できる
6月の「食育月間」に合わせ販売

足立区の活性化に向けた
包括連携協定が基となり実施

足立区などのセブン-イレブン

178店舗（区内は135店舗）で
5月31日から販売中

※一部店舗では取り扱いがない場合あり

足立東和2丁目店
陳列棚6段にわたり「えびクリームライス」を販売

※6月1日現在
赤枠／えびクリームライス 緑枠／こまツナサラダ

販売前の5月27日、㈱セブン-イレブン・ジャパン東東京
ゾーン竹井ゾーンマネジャーが足立区長を表敬訪問

平成29年1月
締結

セブン-イレブン談

給食メニューコンクール 学校で給食体験

「こんな給食あったらいいな。私たち
が食べたい給食メニューはこれ！」
をテーマに小中学校を対象に実施

北千住・西新井・綾瀬駅周辺の3小
学校で給食試食体験を実施

おいしい給食フェア おいしい給食シンポジウム

アリオ西新井において給食サンプル
展示やワークショップなどを実施

“あだちにとっての「給食」とは何
か”を掘り下げる。おいしい給食の
新たなステージの展望を語る

7～8月 10～
11月

“日本一おいしい給食”
さらにPR

11月 3月

想像以上に
ヒットしており
非常にうれしく
思います



区制90周年記念事業～10年後の“わたし”への手紙～

90周年

10年後の自分に向け
て手紙を書く

区制100周年となる
10年後に返送

①

自分宛ての封筒に手
紙を入れ、封をする

自分宛ての封筒を区役
所宛ての封筒に入れ、
封をする

ポストに投函する

区民と一緒に“10年後の足立”を
共に創っていくとの思いを込めて

区制100周年に向けての「次の一歩」を踏みだそう！

全区民が参加できる「10年後の“わたし”への手紙」を企画

将来の夢や希望などを考えるきっかけ作り

今後10年を見据えて

② ③ ④

“区民にとっての”未来へ繋ぐ

“足立区にとっての”未来へ繋ぐ

10年後も足立区で暮らし続けてもらう

令和5年
1月31日
消印有効

100周年令和14年

職員のアイデアから
生まれた

令和4年

10年後の
郵送料金は
区が負担

相撲
部屋

小学生

建築家

パートナー
ファミリー

切手

不要
切手

必要

区制100周年に
向けた未来志向の企画



「SDGｓ未来都市」と

「自治体SDGｓモデル事業」のダブル選定

内閣府・地方創生SDGｓの推進



「SDGｓ未来都市」と「自治体SDGｓモデル事業」ダブルで選定

選定までの道のり

令和４年度募集説明会

提案書受付開始

当区提案書、提出

当区がヒアリング都市に決定

ヒアリング実施

令和4年1月25日

令和4年2月14日

令和4年2月28日

令和4年3月30日

令和3年10月 当区で提案することを決定

テーマは何度も検討を重ね、「貧困の連鎖解消」に決定

令和4年4月20日

『多様なステークホルダーと挑む

「貧困の連鎖」解消に向けた都市型モデルの構築』

区提案書

令和4年5月20日

「貧困問題に真正⾯から取り組み、その解消をＳＤＧｓによる希望作りに

設定している点は秀逸である」

講評（一部抜粋）

23区で足立区のほか2区

5年間で全国50自治体



逆境を逆境を

「まちの力」「まちの力」

で乗り越えるで乗り越える

「やりたくてもできない」から「やりたい！」に。

足立ＳＤＧｓモデル構築事業



1. ＳＤＧｓ未来都市とは

ＳＤＧｓ未来都市（３０都市） 自治体ＳＤＧｓモデル事業（１０都市）

全国の自治体からSDGsの達成に向けた

優れた取組を提案した都市を選定

ＳＤＧｓ未来都市

「SDGs未来都市」のうち、

特に先導的な事業を選定

国は、各自治体がSDGsを推進する上でモデルとなる取組を創出・普及させるこ

とを目的に、2018年から「SDGs未来都市」及び「自治体SDGsモデル事業」

を公募・選定しています。

令和４年度のSDGs未来都市及び自治体SDGsモデル事業に足立区が選定！



足立区の

ボトルネック的課題の解決
＝克服しない限り区内外から

正当な評価が得られない根本的課題

2. 足立区の未来都市の取組テーマ

貧困の連鎖
根底にある共通の原因

学力

健康

治安

区のイメージアップ戦略
（シティプロモーション）

誇りを持って

と思える街に

「住みたい」「住み続けたい」



3. モデル事業の概要

千代田線

常磐線

ＴＸ

意外に低いその評価
「綾瀬ゾーンエリアデザイン計画」策定時の統計データ及び
住民アンケート調査より

にもかかわらず

ポテンシャルは高いのに…

・ 駅前に都立公園が広がり、緑豊か

・ 綾瀬・北綾瀬駅は東京メトロの始発駅

舞台は綾瀬エリア

〇 高価格帯マンションの開発が進み、

担税力の高い子育て世代の流入が多い。

〇 区内他エリアと比べて単身若年世代も多い。

〇 「地域の活動やいろいろな取り組みに

参加したいが、町会の活動には参加

しづらい」（４０代女性）

〇 治安への評価が低く、特に若い年代、

エリア外に居住する人にその傾向が強い。



4. 人づくり

参加意欲のある仲間たちと
自分の「考え」や

「したいこと」を話し合う。

つながりが生まれること
で「やりたいこと」の
輪郭がはっきりと。

小規模な試行を
繰り返す。

「好き」「やりたい」を形に

「アヤセ未来会議」

【これから】「アヤセ未来会議」を新設

【アヤセ未来会議により】

〇 子どもたちのロールモデルになる意欲ある

大人を生み出し、子どもの新たな居場所の

担い手に。

〇 まちの治安向上など地域の課題に気づき、

解決に取り組む人材を発掘する。

〇 コミュニティビジネス創出の核に。

あだちＳＤＧｓ
認定企業制度

区内事業者のビジネスチャンス
の拡大・社会的信頼度の向上を図る

• SDGsの切り口で積極的に事業改善に取り組む企業を認証する
ことで、トップランナーとして区内事業者を牽引。

• 区としてもあらゆる媒体を通じたPＲや契約時の優遇措置な
どで支援する。認証企業には地元金融機関との連携で、優先
融資などによる資金調達支援や、専門家によるアドバイスを
実施する。



5. 場づくり

未来を創る実験場

「高架下No Border LAB」

【これから】 挑戦意欲を掻き立てる場へ

地域への関心づくり

「つながるマルシェ」

【これから】人が集える公共空間を

綾瀬駅 東口改札

建物 （新設）
交通広場

綾瀬
小学校

「つながるマルシェ」
会場

東綾瀬公園

綾瀬駅西口高架下



果敢にチャレンジ！




